
 

 
『鮨』（すし） 岡本 かの子著 

  
 「好きでないことはないさ、けど、さほど喰べたくない時

でも、鮨を喰べるということが僕の慰みになるんだよ」 

 「なぜ？」 何故、男が、さほど鮨を喰べたくない時でも

鮨を喰べるという、その事だけが慰めとなるかを話し出

した。 

 
 
 
 
日時 令和７年１１月１日（土） 

    午前１０時３０分～１１時３０分（予定） 

会場 粕谷区民センター２階多目的ホール 

    世田谷区粕谷４－１３－６ 

定員 会場先着約５０名（開場９時５０分頃。 

１０時より文化祭開会式あり。） 

 朗読者 安井 美幸 
  世田谷区在住のナレーター（現在フリーランス） 
  レパートリーにハックスリー「肖像画」、森鴎外「高瀬舟」、 
 幸田文「祝辞」、岡本かの子「鮨」、ヘンリ「改心」、スレッ 
 サー「年寄はしぶとい」など。 

お問い合わせ 粕谷図書館 電話０３‐３３０５‐１６６１ FAX ０３‐３３０５‐１６６４ 


